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こっちに来て､外ではほとん
ど韓国語を使わなかった｡

山梨大大学院で日本近代文学
を研究する安に籾さん(三六Jo約十年前'天とともに来日したoそれからずっと｢来たからには､すべてここのやり方で専らす｣｡そう心掛けてきた｡自分たちはもう'新しい世代だ｡今は自分をここに合わせ'しっかり学ぶことの方が大切L.でi).その時はそれだけでは割り切れない何かが､まだ自分を包んでいた｡

韓国語に強い関心子どものころから､祖父母や
学校で聞かされてきた母国の歴史…近くて遠い国″といわれ続けてきた日韓｡安さんはそれから何年かは'自分でもそれを否定しきれないまま生活を続けた｡

生まれた子どもが大きくな
り'買い物中のスーパーで芽ンマ』(お母さん)と呼び止められたとき｡｢回りの人が一斉

に視線を浴びせてきた二瞬､戸惑った｣｡もし私たちがアメ

には｢Kポップ｣と呼ばれる韓国の若重量が流れ､バラエティーに富んだメニューをアピールする韓国食堂の看板が最近特に目につくようになった｡
依頼を受け'この四月からは

甲府市内の外国語学校の韓国語講師に就いた｡始まる前は｢そ

んなに人が集まるのだろうか｣と､まだ半信半疑だったが､安さんを教室で待っていたのは'予相等上回る数の生徒｡｢食事やエステ､準口に行ったときの楽しさが忘れられない｣｢韓威映画を字幕なしで薬しみたい｣と屈託なく､思いをぶつけてく

る｡関心を寄せてくれることが'素直にうれしかった｡

一過性の不安も韓国ブームに怖く日本の若者
には両国の歴史を知らない人も多いと思う｡でも安さんは過去を白紙にできないが､押し付け

に終わらないかと三拝の不安もある｡｢それは思い過ごしであってほしい｡日韓共催を契機に'パートナーとして歩んでいきたい｣
開韓が近づいた五月の下旬｡

韓国語教室はW杯の話題で盛り上がった｡生徒たちは､もちろ

大切

ん日本を応接すると口をそろえる｡安さんも母国･韓国を応接する｡
でも'その応接の

仕方がきっと'以前

リカ人だったら､皆はこんなふうにみるだろうか｡悩みながら､その時は､子どもに外で母国語を使わないよう､しつけた｡
そんな安さんは､数年前から

回りの変化を肌で感じ始めている｡理由はよく分からない｡ただ'アジア初のサッカーワールドカップ(W杯)の日韓共催が決まり二つの国家的プロジェクトの準備を両国が一緒になって本格化させたころと重なる｡

母国の文化に日本人が目を向
け始め､ちょっとした韓国ブームの到来｡ここ山梨でも甲府市の中心街を歩くと､アーケード

る必要もないと思っている｡｢本当に大切なのは過去より未来｣｡来日以来'抱き続けてきた思いだ｡

韓国内でも日本ブームが起き
ている｡互いの理解をW杯が加速させているのは間違いない｡ただ'反動でW杯後の両国を以前よりも冷めさせはしないか､この盛り上がりが窟性のものこの事からスタートした韓国語教室で教壇に立つ安仁淑さん

=甲府市丸の内3丁目

とは違うと安さんは言うo｢日本人にも韓国人にも､今は互いに自国の次に頑張ってほしい､そう心から思っている人が多いから｣

◇

サッカーW杯の開幕まであと
わずか｡世界中の目が日本･韓国に集まるこの大会に'県内に専らす人々はどんな思いを寄せているのだろう｡それぞれのW杯を追った｡

(この連載は竹川元久､水上
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